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推進委員会に、地域包括支援センターの自己評価及び基幹型包括によるヒアリ
ングの結果について、報告し、意見徴収を行う。

茅ヶ崎市
総合評価

＊市としての総合評価は、推進委員会の意見等を踏まえ、決定する。

令和元年度
地域包括支援センター事業運営評価シート

国評価
(3/31時点)

市評価
(3/31時点)

地域包括
支援センター
自己評価

令和元年度小和田地区地域包括支援センター青空事業計画に掲げた事業は概ね
実施できた。包括主催で医療機関と協力し,医療制度について住民が関心を持てる
ような講座や、包括くるみと共同で、担当地区の介護支援専門員対象の事例検討
会を開催したりすることができた。また、包括職員は積極的に茅ヶ崎市主催の勉強
会、研修会へ参加、受託法人の研修会等へ参加し、職員のスキルアップに取り組む
ことができた。令和元年度も市、民生児童委員、小和田地区社会福祉協議会、まち
ぢから協議会福祉部会、介護事業所等の地域の関係機関と活動する中で、協力・
連携を深めることができた。令和2年度も、複合的な課題に対応できるよう、職員の
知識・技術を高め、地域連携を深められるよう取り組んでいきたい。

基幹型包括
ヒアリングの
ポイント及び
結果

【ヒアリング実施日】令和２年６月２９日
・事業計画に基づき、着実に事業を実施し、全体として目標を達成できている。
・医療機関協力のもと、地域包括支援センター主催の講座を開催する等、地域住民
を対象にした取組を適宜実施することができている。
・消費者被害の防止に向け、啓発チラシの配布のほか、敬老大会で寸劇を行う等、
センターとして独自の取組を行っている。
・国評価について、平成３０年度と比較し、地域ケア会議に関すること等、複数の項
目で改善が見られている。
・平成３０年度からの懸案事項となっている苦情対応の体制や、個人情報を持ち出
す際の管理方法について検討を進め、より適切な運用に向けて取り組む必要があ
る。

　（　センターの名称：小和田地区地域包括支援センター　青空　）
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